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1)名 古 屋市 立 大 学 看 護 学 部(小 児 看 護 学)
2)名 古 屋市 立 大 学 看 護 学 部(生 化 学)
1)Nagoya　 City　 University　 School　 of　Nursing(Child　 Nursing)
2)Nagoya　 City　 University　 School　 of　Nursing(Biochemistry)
Ⅱ事前準備の内容
平成14年9月1日 に参加学生(2年 生4名 、3年 生4
名 計8名)の 選考が行なわれた。同行を依頼された著









日から3月21日 の5日 間)の プログラムの検討を行った。
a)の 資料内容を表2に まとめた。 これ らは研修参加準
備の糸口となるとともに 「研修に出かけるのだ」とい う
心構えを形成する上で有用であろうと考えて準備 した。





































②研修 に出かけた際に聞きたい事項(=質 問)を 英語














































写 真1の よ う に 、 専 門 職 能 研 修 事 務 室Directorの
Ms.Judith　 Romaniniか ら、 資 料 とパ ワ 一 ポ イ ン ト
(プ レゼ ンテ ー シ ョ ン用 ソ フ ト)を 用 い て 、 以 下 の2つ
の項 目に つ い て 講 義 を 受 け た。 講 義 は、 学 生 の 理解 度 を
確 か め な が ら丁 寧 に進 め られ た。
1)The　 Australian health care system
は じめ に、 オ ー ス トラ リア の人 口 動 態 、 出生 率 、 平
均 寿 命 、 死 亡 原 因 等 、 医療 の状 況 な ど につ いて 説 明 を
受 けた 。 ま た死 亡 原 因 は、 悪 性 新 生 物 、 心 疾 患 、 脳 血
管 障 害 の順 で(2001)13)、 日本 と似 た傾 向 に あ る こ とが
わ か った 。 ま た、 人 口 の約3%を 占 め る先 住 民 族 の ア
ボ リ ジニ は、 多 くが 遠 隔 地 に 住 ん で い て、 彼 らの周 産
期 死 亡 率 や乳 児 死 亡 率 はオ ー ス トラ リア の平 均 値 よ り
か な り高 い こ と、 ま た平 均 寿 命 が60歳 程 で しか な い こ
と とい う こ とで あ った 。
次 に、 医 療 保 険 制 度 の仕 組 み の説 明 を受 け た。 オ 一
ス トラ リアで は、 病 院 は一 般 外 来 医 療 を行 わ な い で、
各 自が ホ ーム ドク ター を持 つ こと、Medicare(メ デ ィ
ケア)と い う 日本 の国民 皆保 険 に似 た制度 が あ り、人 々
が ホ ー ム ドク タ ー あ る い は公 的 病 院 の 救 急 外 来 で 受 診
す る場 合 は医 療 費 は無 料 にな る こ とを 聞 い た。 近 年 、
政 府 予 算 の 削 減 か ら、 在 院 日数 の減 少 の動 きが 著 し く、
7年 前 に は平 均 在 院 日数約20日 で あ った が 、現 在 で は
公 立 病 院 で4.2日 、私 立 病 院 に お いて は3.2日 と短 くな っ
て きて い る との説 明 を受 けた。
2)Nursing　 in　Australia





新 しなければならない こと、nurseに はRegistered
Nurse(RN)≒ 正看護師とEnrolled　 Nurse(EN>≒ 准
看護師の2つ の資格が存在 していること、さらにRN
の教育は3年 制の看護学士課程(4年 課程になりつつ






1)Nursing　 3A-Tutorial:精 神 保健看護の講義
前 半 は、 発 達 障 害 と看 護 と い う こ とで、 ま ず 発 達 障
害 が疑 わ れ る子 ど も(乳 児 、 幼 児 前 期 、幼 児 後 期)の
実 態 を 撮 っ たVTRに よ って 問 題 提 起 が さ れ た後 、 各
期 にお け る子 ど もの 発 達 の遅 れ や そ の 家 族 の 関 わ り方
につ い て 学 生 た ち に疑 問 や意 見 を求 め 、 そ れ に対 して
教 員 が 答 え る授 業 形 式 が と られ た(写 真2参 照)。
後 半 は 、Mental　 Health　 Outcome　 Assessment
Training(MH-OAT)に よ る精 神 保 健 看 護 の 講 義 で
あ った 。 先 に、 『Sam's　 Story』 と い う統 合 失 調 症 を
患 った若 い女 性 の治 療 の過 程 と女 性 の 回 想 や そ の家 族
や友 人 の 回 想 を 映 像 と したVTRを 学 生 た ち に見 せ た 。
そ の後 にMH-OATか ら この女 性 の 治 療 過 程 で ど の よ
うなassessm6ntやcase　 managementの 計 画 を 立 て
るべ き か の 問 い掛 け、 レポー ト提 出 が 学 生 た ち に課 せ
られ た。
2)Tour　 of　Faculty
初 め に 、 学 部 内 の 図 書 室 を 見 学 した 。 こ こに は 約
200種 類 の 看 護 学 系 の 蔵 書 、 雑 誌 を有 して お り、 個 室
や コ ピー ル ー ムな どの 施 設 も設 置 さ れ て い た。 本 学 の
図 書 館 で も取 り入 れ られ て い るが 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ
る検 索 シ ス テ ム につ いて も説 明 を受 け た 。 シ ドニ ー大
学 看護 学 部 の シ ラバ ス に は、Web siteか ら ダウ ンロ ー
ドして 予 習 ・復 習 す る よ うに指 示 が な され て い る教 科
もあ る と聞 き、 教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ活 用 の一 面
を見 た思 いが した。
次 に、 看 護 学 部 棟(写 真3参 照)か ら徒 歩 で10分 程
の場 所 に あ る メ イ ンキ ャ ンパ ス に向 か っ た。 シ ドニ ー
大 学 の 象 徴 と もい え る管 理 棟 、 図 書 館 、 購 買 部 さ らに
食 堂 等 の案 内 を受 け た。
3)Nursing Concepts - Tutorial Clinical laboratories:看
護の演習
前週に入学 したばか りの1年 生 と一緒に受講 した。
初めに、教師から予習内容の解説 と理解度確認のため
の質問が行なわれた。その後にHand Washingの 演
習が行われた(写 真4参 照)。 本学の学生 も彼等に加
わって体験 した。最後に、翌朝訪問する病院のRNに







病 院 見 学 の1つ 目 と し て 、 一 般 総 合 病 院 で あ る
RPAHの 見 学 を約 半 日 の ス ケ ジ ュ ー ル で 行 った 。 は
じめ に看 護 部 長 に よ る病 院 の概 要 説 明 が あ り、 そ の 後
3つ の 病 棟 を病 院 側 の用 意 した ス ケ ジ ュ ール(図4参
照)に 沿 って 見 学 した。
(1)Introduction:看 護 部 長 に よる 概 要 説 明
こ の 病 院 は750床 の 一 般 総 合 病 院 で 、3500人(1/3
が 看 護 師)の ス タ ッ フが働 い て い る。 病 院 長 は看 護 師
で 、10年 前 か ら医 師以 外 の 職 位 も病 院 長 を務 め る よ う
に な つた とい う。 院 長 の 下 に、 看 護 部 長 、 医 科 部 長 、
Corporate　 Services部 門 長 が 置 か れ 、 彼 等 に よ り運
営 され て い る。 看護 部 門 で の業 務 と教 育 の進 め方 につ
い て の説 明、 さ ら に病 棟 の看 護 単 位 や 勤 務 体 制 の説 明
を受 け た。
(2)Women　 &　 Babies　 Facility(母 と子 の施 設)
この 施 設 で は年 間3,500～4,000件 の 出 産 が あ り、 平
均 的 に は3～4日 の 在 院 で あ る とい う。 ス タ ッ フ は全
て助 産 師 で あ る。 病 室 は、1～2人 の個 室(ト イ レ、
シ ャ ワ ー付 き)で 、 壁 や床 頭 台、 ソ フ ァー に は病 院 を
感 じ させ な い装 いが され て お り、面 会 は24時 間 可 能 で 、
入 院 期 間 中 に両 親 や家 族 も入 浴 指 導 等 の 教 育 を 受 け る
シ ス テ ム が で きて い た 。 ま た、 妊 婦 は両 親 教 室 やDay
stayの サ ー ビス を受 け る こ とが で き て 、 心 配 な こ と
が あ る場 合 に は い っ で も訪 れ る こ とが で き る。
(3)Intensive　 Care　 "Hot　 Floor"(集 中治 療 室)
一 般ICU
、 脳 神 経ICU、 心 肺ICU、 重 症 依 存ICUの
合 計54床 で あ る。 主 な 入 室 目的 は、 肝 臓 移 植 後(1件
/週)、 毒 物 に よ る も の、 脳 血 管 障害 、 交 通 事 故 、 心
臓 疾 患 、 そ の 他 機 能 不 全 で あ る。 一 般ICUで は、 予 算
の都 合 上17床 中14床 しか 使 わ れ て い な い が、76%の 稼
働 率 で あ る。 入 室 者 の 平 均 年 齢 は56歳(13歳 ～91歳)、
平 均 在 院 日数 は2日(1日 ～88日)で あ る。 こ こ は
2002年 に新 築 され 、 電 子 カ ル テが 導 入 さ れ て い て、 全
















(4)　Emergency　 Nursing(救 急 病 棟)
この 部 門 は、 病 院 と は別 部 門 と な って い る。 こ こで
はTriage　 Nurse(治 療 の 優 先 順 位 に基 づ い て 病 人 を
分 類 す る役 割)が 配 置 され 、 受 診 時 に患 者 の状 態 に よ
り 「急 性 期 」、 「亜 急 性 期 」 に分 け られ る。 さ らに急 性
期 は、1:す ぐに ケ アが 必 要 、2:10分 以 内 、3:30
分 以 内 、4:1時 間 以 内 、5:1.5時 間 以 内 と分 類 さ
れ る。 この シ ス テ ム の導 入 に よ り、 患 者 の 待 ち時 間 が
減 少 した こ とを 強 調 して い た 。 救 急 病 棟 で は、 心 臓 蘇
生 チ ー ムな ど医 師 と看 護 師 で チ ー ムを 組 ん で い る。 最
近 増 加 して い る家 庭 内 の 暴 力 、 レイ プ に よ る患 者 の 精
神 的 な ケ ア の た め に、social workerや 精 神 看 護 の リ
ェ ゾ ンナ ー ス も ケ ア に当 た って い る と説 明 され た 。
2)Afternoon tea with year 3 students and Faculty
staffs:交 流 会
交 流 会 の開 始 後 、 『日本 の 看 護 と名 古 屋 市 立 大 学 看
護 学 部 の紹 介 』 と題 して、 表6の 内 容 を本 学 学 生8名
が 分担 して持 参 した図 表 とと もに、英 語 で プ レゼ ンテー
シ ョ ンを行 つた。 ひ と り約2分 の持 ち 時 間 で、 自 己紹
介 か ら始 ま り、 説 明 と質 疑 応 答 を行 った。 シ ドニ 一大
学 学 生 は6名 の参 加 が あ り、 誰 もが真 剣 に聞い て い た
(写真5参 照)。 途 中 で 「日本 の 人 口 は何 人?」 な ど と
質 問 が あ り、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの終 了 後 に は、 パ ネ
ル を見 なが ら質 疑 応 答 が 盛 ん に行 わ れ た。 新 学 期 早 々
の 事 業 で 集 ま る人 数 が少 な い ので は な いか と思 わ れ た
が 、 副 学 部 長 のProf.　 Sue　 Armitageを 始 め と して
学 部 の ス タ ッフ5、6名 の参 加 もあ り、 予 期 した以 上
の 賑 わ い と な った。 シ ドニ ー大 学 よ り準 備 され た飲 み
物 、 ク ッキ ー な ど と共 に、 日本 か ら持 参 した折 り紙 の
指 導 に よ って 学 生 間 の交 流 の 場 が 一 層 和 ん だ(写 真6
参 照)。
4　 第4日:ThursdaY,March　 20,2003
1)Indigenous　 Australian　Health　issue:先 住 民族 アボ リ
ジニの課題
オ ー ス トラ リア の 特 徴 の一つ は、 先 住 民 族 ア ボ リ ジ
ニ の存 在 で あ る。 彼 等 の居 住 地 区 で は、 電 気 や ガ ス の
普 及 率 が以 前 は 約40%で あ ったが1997年 に は90%以 上
に 向上 して きた 。
先 住 民 族 の お か れ て い る医 療 環 境 お よ び 抱 え る問題
に つ い て 、 人 口、 出 生 率 、 乳 児 死 亡 率 、 糖 尿 病 な どの
罹 患 率 な どの 具 体 的 な数 字 の提 示 を受 けな が ら説 明 を
受 け た 。
ア ボ リジニ が 継 承 して きた独 自の文 化 を 理 解 し、 彼
らの歴 史 観 、 政 治 的 な仕 組 み、 健 康 観 、 死 生 観 あ る い
は 食 生 活 な ど の生 活 様 式 な どを よ く調 査 ・理 解 す る こ
とが 、 彼 らに一 番 相 応 しい ヘ ル ス ケ ア を提 供 で き る道
とな る。 学 部 長 の 考 え に 沿 っ て、 『先 住 民 族 の健 康 と
看 護(Bachelor　 of　nursing,　 Indigenous　 Australian
Health)』 の コ ー スが 、2003年 度 か ら シ ドニ ー大 学 看
護 学 部 に設 け られ た。 これ はオ ー ス トラ リア で初 めて
の コ ー スで あ る とい う こ とで あ っ た。
2)Nursing　 Practice　3A-Clinical　laboratories:看 護の演
習
こ こで は、 輸 液 療 法 の 一 連 の 演 習 が 行 わ れ た。 教 員
が 初 め に輸 液 速 度 の 計 算 方 法 の確 認 、 シ リン ジの扱 い
方 、 輸 液 ポ ンプ の使 用 方 法 の デ モ ンス トレー シ ョ ンを
示 した後 に、 学 生 た ちが2～3名 の グ ル ー プ に分 か れ
て(写 真7参 照)見 学 した。 一 人 の教 員 で20名 の学 生
を担 当 して い る ため 十 分 に 目が 届 か な い様 子 で あ った
の で、 す で に履 修 済 み の本 学 学 生 が シ ドニ ー大 学 学 生
に ア ドバ イ ス して い る場 面 もあ った。
5 第5日:Friday,March 21,2003
1)Orientation and visit to Royal North Shore Hospital
(RNSH):病 院見学
病 院 見 学 の2つ 目 と して、 先 回 と同 様 に一 般 総 合 病
院 で あ るRNSHの 見 学 を 約 半 日の ス ケ ジ ュ ー ル で 行
な った 。 は じめ に臨 床 側 の教 育 担 当者 に よ る病 院 の 概
要 説 明 が あ り、 次 い で3つ の病 棟 を 見 学 した。
(1)Introduction(Clinical Nurse Educatorの 責 任 者
に よ る 概 要 説 明):New South Wales(以 下 、NS
W)州 に は公 立 病 院 が5つ あ るが、RNSHは シ ドニ ー
市 北 部 の 主 要 な 公 立 病 院 で あ る。 こ の病 院 は、600
床 、 常 勤 の 看 護 師1,200名+非 常 勤 看 護 師 か ら構 成
され て い る。 看 護 部 は、 外 科 系 、 内 科 系 、ICU、 母
子 、手 術 室 、 看 護 管理 の6つ の部 門 か らな って い る。
平 均 在 院 日数 は、4.5日 で 、NSW州 の平 均 で あ る3。
9日 を 上 回 って い る と い う。 予 算 の 執 行 は 、 各 部 門
単 位 に任 さ れ て い るが 、 各 部 門 は ベ ッ ド管 理 を は じ
め と して経 営 効 率 を 上 げ る ため に非 常 に努 力 して い
る 旨 を 聞 い た。
② 脳 神 経 外 科 病 棟:4人 部 屋 が2部 屋 が あ り、 トイ
レ、 シ ャ ワー 、 洗 面 の 施 設 が 備 え付 け られ て い た。
同 じ フ ロア に 脊 椎 損 傷 等 の病 棟 や リハ ビ リテ ー シ ョ
ン部 門 が あ り、 行 き来 が しやす い よ う に工 夫 され て
い た。
(3)Critical　 Care:脳 神 経ICU8床 、 心 肺ICU9床 、
一 般ICU17床 の合 計34床 で あ る。 面 会 は原 則 と して
自 由 で あ るが 、 患 者 の状 態 に よ って は待 合 室 で 待 機
して 、 状 態 が 落 ち着 い て か ら面 会 が 許 可 され る。
(4)Pediatric　 center:NETS(Newborn　 and　 pedi-
atric　Emergency　 Transport　 Service)と い っ て、
この 病 院 に は小 児 の搬 送 の ため に ヘ リコ プ タ ーが1
機 用 意 され て い る。 本 年 の秋 に新 病 棟 に移 転 予 定 だ
が 、 医 療 の 中 核 とな るよ う積 極 的 に小 児 医 療 に取 り
組 む 必 要 が あ る と説 明 され た。 法 律 に よ り小 児 の安
全 、 警 備 に は特 に気 をつ け る よ う に義 務 付 け さ れ て
い る た め、 小 児 病 棟 の バ ル コニ ー に は フ ェ ンス が付
けて あ り、 入 り口 の ドア に は鍵 が か か る よ うに な っ
て い た。 ス タ ッ フは、 看 護 師 以 外 に プ レイ セ ラ ピス
トや リハ ビ リテ ー シ ョンセ ラ ピス ト、 小 児 専 門 の作
業 療 法 士 な ど を受 け入 れ て い る。 ま た、 プ レイ ル ー
ムが1つ あ り、 子 ど もた ちが プ レイ セ ラ ピス トら と
自 由 に遊 ぶ こ とが で き る よ う に な っ て い た。 感 染 予
防 の観 点 か ら、 お も ち ゃ は洗 濯 で き る もの だ け に 限
定 され て い た 。 ま た 、 予 防 接 種 済 み の 犬 を用 い た
pet　therapyも 取 り入 れ られ て い た 。 この犬 は、 小
児 ・老 人 ・脳 外 科 な どの 病 棟 も訪 れ て、 患 者 た ち に
精 神 的 な慰 安 を与 え て い る と い う。
2)Conclusion　 and　 summary　 of　visit　to　Faculty of
Nursing:ま とめ
Ms.Judith Romaniniと 共 に 、 研 修 の 最 後 の ま と
め を行 った。 参 加 学 生 全 員 が こ の5日 間 の研 修 で学 ん
だ こ とに対 す る印 象 と反 省 を英 語 で発 表 した 。 そ れ ら
は、 「オ ー ス トラ リア と 日本 の医 療 の 違 いが わ か った」、
「看 護 す る こ とに 誇 りを 持 た な け れ ば な らな い」、 「学
生 と の 交 流 が と て も 印 象 的 だ った 」 な ど で あ っ た。
Ms.Judithか らは 、 「も っ と人 々 へ 看 護 に つ い て 伝
え て いか な け れ ば な ら な い」 の コ メ ン トと共 に 、 「看
護 の研 究 も積 極 的 に行 って い き、 皆 に 知 って も らう活
動 を各 自が 行 な う必 要 が あ る」 との締 め く くりで 、1
週 間 の 研 修 が 終 了 した。
IV考 察
参加学生に対 して事前準備 として、漠然と 「英語力の
向上を図りなさい」あるいは 「日本とオース トラリアの
看護(教 育面、実践面その他)の 違いを予習 しておきな
さい」 と呼びかけるだけでは、どのように準備 したらい
いか分からないままに時が過ぎる。全 くの 「無」か らは
「有」は生 まれないと考えて、ある程度の 「有」を担保
する目的で、論文を読ませたりあるいは質問事項を英語
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